
平
成
29

年
11

月
4
日

（
土
）
に
、
平
成
23
年

に
再
建
さ
れ
7
回
目
の

大
樟
会
東
播
磨
支
部
の

平
成
29
年
度
総
会
を
大

阪
経
済
大
学
E
館
（
同

窓
会
館
）
７
Ｆ
で
開
催

し
ま
し
た
。
終
了
後
、

引
き
続
き
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
に
参
加
し
、

德
永
学
長
や
藤
本
理
事

長
な
ど
大
学
の
現
状
を

聞
い
て
、
そ
の
ま
ま
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
懇
親

会
に
参
加
し
、
旧
交
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

総
会
に
は
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
の
当
日
の

お
忙
し
い
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
大
樟
会
会
長

の
田
村
正
晴
様
に
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

他
支
部
か
ら
は
大
樟

会
明
石
支
部
か
ら
、
安

川
武
延
副
会
長
初
め
３

名
の
方
々
に
出
席
し
て

い
た
だ
き
、
挨
拶
い
た

だ
き
ま
し
た
。

総
会
冒
頭
に
平
成
28
年

度
の

総
括

と
し
て

、

「
平
成
28
年
度
活
動
報

告
」
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
東
播
磨
支
部
と

し
て
4
月
9
日
に
「
関

西
六
大
学
野
球
春
季
リ
ー

グ
」
大
阪
経
済
大
学
VS

龍
谷
大
学
応
援
、
５
月

28
日
に
「
関
西
学
生
サ
ッ

カ
ー
リ
ー
グ
」
大
阪
経

済
大
学
VS
近
畿
大
学
の

応
援
を
行
い
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
て
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
ま
た
、
初

め
て
の
試
み
と
し
て
、

９
月
29
日
か
ら
10
月
1

日
の
２
泊
３
日
で
、
宮

崎
副
支
部
長
（
43
回
卒
）

の
尽
力
に
よ
り
、
生
ま

れ
故
郷
で
あ
る
長
崎
五

島
列
島
観
光
ツ
ア
ー
を

開
催
し
、
会
員
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
こ
の

ツ
ア
ー
の
詳
細
は
別
紙

レ
ポ
ー
ト
あ
り
ま
す
。

次
に
平
成
28
年
度
の

決
算
報
告
が
行
わ
れ
、

石
原
事
務
局
長
の
収
支

報
告
と
田
中
（
輝
）
監

査
役
よ
り
監
査
結
果
が

報
告
さ
れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
次
に
福
田
支
部

長
よ
り
平
成
29
年
度
活

動
計
画
が
発
表
さ
れ
、

今
年
度
も
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
更
新
に
よ
る
ニ
ュ
ー

ス
リ
リ
ー
ス
の
提
供
と

支
部
新
聞
の
制
作
に
よ

る
広
報
活
動
と
継
続
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
で
き
る
活
動
を
す

す
め
た
い
。
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

総
会
は
、
明
石
支
部
副

支
部
長
の
安
川
武
延
様

は
じ
め
３
名
様
を
来
賓

に
迎
え
、
総
勢
9
名
と

少
人
数
で
の
淋
し
い
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
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大阪経済大学

同窓会

「大樟会」

東播磨支部

発行人

福田敏裕

大
樟
会
東
播
磨
支
部
新
聞

支部総会を母校「ホームカミングデー」で開催

平
成
29
年
度
総
会
終
了

後
、
懇
親
会
の
間
に
、

大
学
D
館
２
１
教
室
で

開
催
さ
れ
た
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
１
７

に
出
席
し
ま
し
た
。
藤

本
二
郎
理
事
長
、
德
永

光
俊
学
長
、
田
村
正
晴

大
樟
会
会
長
の
祝
辞
で

は
、
「
大
学
の
現
状
や

目
標
に
つ
い
て
」
聴
講

で
き
ま
し
た
。
特
に
藤

本
理
事
長
か
ら
は
、
遠

隔
地
域
の
各
支
部
長
に

対
し
て
地
元
高
校
へ
の

訪
問
協
力
要
請
が
あ
り
、

オ
ー
ル
大
経
大
と
し
て

の
大
学
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の

協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

学
校
訪
問
で
多
数
の
参
加
を
期
待
・
・
・
？

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
１
７
に
参
加

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

東
播
磨
支
部
の
会
員
の

方
に
役
に
立
つ
耳
よ
り

な
情
報
（
グ
ル
メ
・
観

光
・
買
い
物
情
報
な
ど
）

を
特
集
し
て
い
き
た
い

と
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
８
号
は
、
東
播
磨

支
部
幹
事
の
田
中
輝
人

（
51
回
卒
業
）
が
グ
ル

メ
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

今
回
は
、
加
古
川
市
志

方
町
焼
肉
屋
「
彦
」
の

紹
介
で
す
。

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
値

段
で
美
味
し
い
焼
肉
を

お
腹
一
杯
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
家
族
連

れ
か
ら
多
人
数
で
も
OK

で
す
。
締
め
に
ホ
ル
ス

キ
鍋
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ホ
ル
モ
ン
と
野
菜
に
う

ど
ん
が
入
り
ま
す
。

東
播
磨
支
部
レ
ポ
ー
ト

第
8
号
は
、
「
グ
ル
メ
レ
ポ
ー
ト
」
し
ま
す

福
田
支
部
長

冒
頭
あ
い
さ
つ

再建７年目東播磨支部総会開催！

大
樟
会
会
長

田
村
正
晴
様
挨
拶



第
８
回
総
会
開
催
予

定平
成
30
年
10
月
21
日

（
日
）

今
後
は
、
10
月
の
第
４

日
曜
日
で
固
定
し
て
開

催
予
定
で
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
会
員
の
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

定
例
役
員
会
開
催
予
定

・
３
月
25
日
（
日
）

・
６
月
24
日
（
日
）

・
８
月
26
日
（
日
）

・
９
月
30
日
（
日
）

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

懇
親
会
と
大
樟
祭

第
7
号
に
続
き
第
5
回

目
と
な
り
ま
し
た
。

①
回
卒
：
昭
和
46

（
１
９
７
１
年
）
37
回

卒②
住
所
：
〒675-0017

加
古
川
市
野
口
町
良
野

５
７
３
ー
５

③
電
話
番
号
：
０
７
９-

４
２
２-

４
８
７
８

④
職
業
：
無
職

⑤
趣
味
：
登
山
・
ス
キ
ー

⑥
学
生
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー

ド大
学
入
学
時
、
中
学
・

高
校
と
陸
上
競
技
を
し

て
い
た
た
め
陸
上
競
技

部
を
探
し
て
い
た
の
で

す
が
、
体
育
館
付
近
を

ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る
と

学
ラ
ン
を
着
た
怖
そ
う

な
人
が
「
君
ち
ょ
っ
と

話
が
あ
る
か
ら
つ
い
て

き
て
く
れ
る
か
」
と
言

わ
れ
て
、
訳
も
分
か
ら

ず
に
つ
い
て
い
く
と
応

援
団
の
部
室
に
連
れ
込

ま
れ
ま
し
た
。
応
援
団

の
勧
誘
だ
っ
た
の
で
す
。

い
く
ら
断
っ
て
も
ら
ち

が
あ
か
ず
、
嫌
に
な
っ

た
ら
や
め
た
ら
い
い
の

や
か
ら
、
ま
あ
一
回
は

い
っ
て
み
た
ら
と
言
わ

れ
そ
の
ま
ま
入
団
し
ま

し
た
が
、
ま
さ
か
四
年

間
続
け
る
と
は
思
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
回
生

の
時
は
毎
日
が
地
獄
の

よ
う
な
日
々
で
し
た
が
、

今
と
な
っ
て
は
い
い
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。

大
学
紛
争
の
時
は
大

変
で
し
た
。
大
学
本
館

が
全
共
闘
に
よ
っ
て
封

鎖
さ
れ
て
し
ま
い
（
全

共
闘
の
拠
点
に
な
っ
て

い
た
よ
う
で
し
た
）
、

授
業
も
で
き
ず
大
学
と

し
て
も
ど
う
し
よ
う
も

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

封
鎖
も
長
引
い
た
あ
る

日
、
体
育
会
を
中
心
に

立
て
こ
も
っ
て
い
る
全

共
闘
に
対
し
て
攻
撃
を

仕
掛
け
ま
し
た
が
、
建

物
の
中
は
ロ
ッ
カ
ー
や

机
な
ど
で
バ
リ
ケ
ー
ド

が
築
か
れ
て
ま
る
で
迷

路
の
よ
う
で
突
入
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、

空
手
部
の
部
室
で
話
を

し
て
い
た
時
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
・
鉄
パ
イ
プ
で
武
装

し
た
数
十
人
の
全
共
闘

に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
さ

す
が
に
あ
の
人
数
で
は

ど
う
し
よ
う
も
な
く
、

縄
で
縛
ら
れ
、
空
手
部

の
主
将
等
と
共
に
図
書

館
前
に
並
ら
ば
さ
れ
、

人
民
裁
判
に
か
け
ろ
と

か
、
殺
し
て
し
ま
え
な

ど
の
罵
声
を
浴
び
せ
ら

れ
、
こ
れ
は
や
ば
い
と

と
思
い
ま
し
た
。
そ
の

後
大
学
が
要
請
し
た
の

か
機
動
隊
が
校
門
の
前

に
現
れ
た
の
で
助
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
が
、

機
動
隊
は
構
内
に
入
る

こ
と
な
く
、
だ
い
ぶ
時

間
が
た
っ
て
か
ら
、
ど

こ
で
話
が
つ
い
た
の
か

開
放
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
一
生
忘
れ
る

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

⑦
近
況
報
告

定
年
退
職
後
５
年
間
の

再
任
用
を
経
て
、
４
年

前
か
ら
加
古
川
市
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
登
録
し
、
週
３
日
午

前
中
４
時
間
ほ
ど
勤
務

し
て
い
ま
す
。
一
人
で

す
る
仕
事
で
す
の
で
気

楽
に
や
っ
て
お
り
、
一

日
中
何
も
せ
ず
ゴ
ロ
ゴ

ロ
し
て
、
家
内
か
ら
邪

魔
者
扱
い
さ
れ
る
よ
り

ち
ょ
う
ど
い
い
環
境
だ

と
思
い
ま
す
。
会
社
勤

め
を
終
え
て
か
ら
は
時

間
に
余
裕
が
で
き
た
の

で
、
そ
れ
ま
で
な
か
な

か
足
を
延
ば
せ
な
か
っ

た
北
海
道
の
ニ
セ
コ
ス

キ
ー
場
へ
毎
年
行
っ
て

い
ま
す
。
同
行
の
仲
間

も
皆
70
才
前
後
で
す
の

で
、
い
つ
ま
で
行
け
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

動
け
る
う
ち
は
行
こ
う

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

⑧
東
播
磨
支
部
に
つ
い

て大
樟
会
の
活
動
に
つ
い

て
で
す
が
、
若
い
人
の

参
加
が
少
な
い
の
が
残

念
で
あ
り
ま
す
が
、
役

員
の
方
と
も
相
談
し
な

が
ら
、
い
ろ
い
ろ
知
恵

を
出
し
合
い
な
が
ら
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
注
】
福
田
さ
ん
は
平

成
27
年
度
か
ら
東
播
磨

支
部
の
支
部
長
で
す
。

4
月
9
日
に
「
関
西
六

大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
」

大
阪
経
済
大
学
VS
龍
谷

大
学
応
援

５
月
28
日
に
「
関
西
学

生
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
」

大
阪
経
済
大
学
VS
近
畿

大
学
の
応
援
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介
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昨
年
９
月
末
、
東
播

磨
支
部
と
し
て
「
長
崎

五
島
列
島
」
２
泊
３
日

の
旅
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
一
昨
年
暮
れ

の
忘
年
会
の
席
上
、
当

支
部
の
の
宮
﨑
副
支
部

長
の
故
郷
で
あ
る
五
島

列
島
に
行
こ
う
と
い
う

話
で
盛
り
上
が
り
、
昨

春
か
ら
企
画
を
練
り
秋

の
ツ
ア
ー
実
現
と
な
り

ま
し
た
。
当
初
６
人
の

予
定
で
し
た
が
２
名
が

参
加
で
き
な
く
な
り
、

福
田
支
部
長
、
宮
崎
副

支
部
長
、
山
脇
副
支
部

長
、
石
原
事
務
局
長
の

４
名
で
行
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

平
成
29
年
9
月
29
日

金
曜
日
、
19
時
45
分
に

帳
が
下
り
た
神
戸
空
港

を
離
陸
し
、
空
路
長
崎

空
港
を
目
指
す
。
１
時

間
半
心
地
よ
い
揺
れ
に

身
を
委
ね
空
港
に
着
い

た
の
は
21
時
。
空
港
バ

ス
に
乗
り
市
内
の
ホ
テ

ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し

た
の
は
22
時
前
。
ホ
テ

ル
近
く
の
大
衆
食
堂
で

早
速
長
崎
の
味
を
嗜
み
、

１
日
の
疲
れ
を
癒
し
ま

し
た
。

平
成
29
年
9
月
30
日

土
曜
日
早
朝
、
長
崎
港

「
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
」

に
乗
船
。
程
な
く
左
手

に
「
軍
艦
島
」
（
平
成

27
年
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
）
を
見
な
が
ら
海

上
を
疾
走
し
、
９
時
過

ぎ
に
福
江
港
に
到
着
し

ま
し
た
。
私
個
人
的
に

は
も
う
一
度
来
た
か
っ

た
五
島
列
島
に
ま
さ
か

30
年
振
り
に
来
れ
る
と

は
夢
の
よ
う
で
す
。

港
近
く
で
レ
ン
タ
カ
ー

を
借
り
、
い
よ
い
よ
島

一
周
巡
り
（
南
ル
ー
ト
）

ド
ラ
イ
ブ
を
出
発
。
ま

ず
近
く
の
「
観
光
歴
史

資
料
館
」
に
立
ち
寄
り
、

民
族
等
の
紹
介
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
、
五
島
の
歴

史
と
キ
リ
シ
タ
ン
文
化

の
歴
史
に
触
れ
ま
し
た
。

武
家
屋
敷
通
り
を
散
策

し
、
少
し
海
岸
ル
ー
ト

を
走
り
鬼
岳
噴
火
で
溶

岩
が
海
に
流
れ
て
で
き

た
「
鎧
瀬
（
あ
ぶ
ん
せ
）

溶
岩
海
岸
」
に
到
着
。

南
国
情
緒
漂
う
景
色
に

う
っ
と
り
し
ま
し
た
。

そ
の
後
30
分
ほ
ど
走
り

「
富
江
温
泉
セ
ン
タ
ー
」

で
早
め
の
昼
食
を
取
り
、

海
岸
沿
い
の
カ
ー
ブ
多

い
山
道
を
走
り
、
昼
過

ぎ
に
「
大
宝
寺
」
（
国

重
文
）
に
到
着
。
空
海

が
唐
よ
り
帰
国
し
て
こ

の
沖
に
漂
着
し
た
と
も

言
わ
れ
、
最
澄
が
寄
進

し
た
仏
像
が
展
示
さ
れ

て
い
る
ら
し
い
。

こ
こ
か
ら
一
路
、
福

江
島

随
一

の
景

勝
地

「
大
瀬
崎
灯
台
」(

日
本

灯
台
50
選
）
を
目
指
す
。

途
中
、
少
し
丘
の
上
に

あ
る
美
し
い
教
会
が
目

に
留
ま
っ
た
。
井
持
浦

教
会
で
あ
る
。
南
仏
の

ル
ル
ド
の
町
の
洞
窟
を

模
し
て
造
ら
れ
た
日
本

最
初
の
霊
泉
に
小
さ
な

聖
母
マ
リ
ア
像
が
ひ
っ

そ
り
こ
ち
ら
を
向
い
て

い
た
の
が
寂
し
げ
だ
っ

た
。再

び
車
に
乗
り
少
し

走
っ
て
14
時
前
「
大
瀬

崎
灯
台
」
の
駐
車
場
に

到
着
し
た
。
秋
の
日
差

し
の
強
い
中
、
一
路
眼

下
に
見
え
る
灯
台
を
目

指
す
。
思
っ
た
よ
り
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
が
あ
り
先
端

ま
で
行
く
の
に
20
分
か

か
っ
た
。
３
６
０
度
の

パ
ノ
ラ
マ
、
絶
壁
の
下

を
目
を
や
る
と
碧
く
澄

み
切
っ
た
東
シ
ナ
海
に

吸
い
寄
せ
ら
れ
る
。
青

い
空
に
映
え
る
白
亜
の

灯
台
。
目
に
入
る
も
の

す
べ
て
が
美
し
く
何
度

も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
。

30
数
年
前
の
感
動
が
蘇
っ

た
瞬
間
だ
っ
た
。

興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
ま

ま
灯
台
を
後
に
し
、
西

海
岸
を

北
上

し
た

ら

「
荒
川
温
泉
」
に
着
い

た
。
素
朴
な
風
情
あ
る

港
町
介
護
施
設
を
兼
ね

た
温
泉
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
そ
の
向
か
い
の
休

憩
所
に
足
湯
が
あ
り
、

そ
こ
で
し
ば
し
足
の
疲

れ
を
癒
し
た
、
一
休
み

後
、
10
分
程
走
る
と
左

手
に
福
江
島
最
大
の
海

水
浴
場
「
高
浜
ビ
ー
チ
」

が
現
れ
た
。
日
本
一
美

し
い
砂
浜
海
岸
で
、
日

本
渚
百
選
に
選
ば
れ
て

い
る
。
時
の
経
つ
の
も

忘
れ
、
誰
も
い
な
い
海

を
眺
め
な
が
ら
波
打
ち

際
を
歩
く
の
は
少
し
セ

ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
気
分

に
な
る
。
時
刻
も
16
時

を
回
り
、
車
は
三
井
楽

（
み
い
ら
く
）
地
区
に

入
っ
た
。
途
中
「
三
井

楽
教
会
」
に
立
ち
寄
っ

た
が
こ
こ
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
の
モ
ダ
ン
な
聖

堂
で
あ
り
、
歴
史
を
感

じ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
長
崎
県
離
島
唯

一
の
道
の
駅
「
遣
唐
使

ふ
る
さ
と
館
」
で
郷
土

の
お
土
産
、
地
酒
を
購

入
し
「
民
宿
西
光
荘
」

に
17
時
過
ぎ
無
事
に
到

着
し
た
。
古
び
た
和
室
、

廊
下
に
あ
る
タ
イ
ル
張

り
の
洗
面
台
。
40
年
ほ

ど
前
、
大
学
の
ユ
ー
ス

ホ
ス
テ
ル
ク
ラ
ブ
に
入
っ

て
い
た
当
時
、
こ
う
い

う
感
じ
の
ユ
ー
ス
に
泊

ま
っ
た
記
憶
が
甦
っ
た
。

何
と
な
く
落
ち
着
き
郷

愁
を
感
じ
さ
せ
る
。
小

浴
場
で
疲
れ
を
癒
し
、

夕
食
の
場
で
あ
る
広
場

に
移
る
。

テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ

て
い
る
の
は
民
宿
な
ら

で
は
の
海
の
幸
。
舟
盛
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り
に
舌
鼓
を
打
ち
、
鍋

料
理
、
天
ぷ
ら
の
盛
り

合
わ
せ
さ
ら
に
伊
勢
海

老
、
丸
ご
と
に
鯛
の
煮

付
け
と
特
大
の
鯵
の
塩

焼
き
。
さ
す
が
一
人
前

は
多
す
ぎ
る
。
こ
れ
で

一
泊
二
食
付
き
で
８
，

０
０
０
円
と
は
驚
き
だ
。

翌
日
10
月
1
日
日
曜

日
は
、
民
宿
前
で
写
真

を
撮
り
、
福
江
港
に
向

か
う
。

途
中
、
岐
宿
地
区
に

あ
る
「
水
ノ
浦
教
会
」

に
立
ち
寄
る
。
木
造
教

会
と
し
て
は
最
大
規
模

で
あ
る
白
亜
の
天
主
堂
。

青
空
の
中
白
雲
に
映
え

る
尖
塔
は
絵
に
な
る
美

し
さ
で
あ
る
。

小
一
時
間
ほ
ど
車
を

走
ら
せ
9
時
前
に
福
江

港
に
着
い
た
。
タ
ー
ミ

ナ
ル
で
各
自
お
土
産
を

買
い
、
9
時
20
分
発
の

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
に

乗
船
し
、
11
時
20
分
長

崎
港
に
到
着
。
荷
物
を

駅
ロ
ッ
カ
ー
に
預
け
、

「
市
電
一
日
乗
車
券
」

を
購
入
し
、
市
内
観
光

に
出
発
だ
。

ま
ず
、
「
浦
上
天
主
堂
」

明
治
維
新
後
、
弾
圧
に

耐
え
続
け
た
キ
リ
ス
ト

教
信
徒
た
ち
が
建
て
た

天
主
堂
。
１
９
４
５
年

の
原
爆
で
崩
壊
し
た
が
、

そ
の
後
再
建
さ
れ
、
爆

風
に
耐
え
た
ア
ン
ジ
ェ

ラ
ス
の
鐘
が
１
日
３
回

響
き
渡
る
。

そ
の
後
、
平
和
公
園
ま

で
歩
き
、
平
和
の
シ
ン

ボ
ル
「
長
崎
平
和
記
念

像
」
の
前
で
集
合
写
真

を
撮
っ
た
。
上
空
を
指

す
右
手
は
原
爆
の
脅
威

を
、
水
平
に
伸
び
た
左

手
は
世
界
平
和
を
、
軽

く
閉
じ
た
瞼
は
原
爆
犠

牲
者
の
冥
福
を
祈
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

原
爆
資
料
館
・
平
和

記
念
館
に
立
ち
寄
れ
な

か
っ
た
こ
と
に
悔
い
は

残
る
が
、
そ
の
後
長
崎

駅
前
で
市
電
を
乗
り
換

え
、
「
長
崎
亀
山
社
中

記
念
館
」
を
目
指
し
た
。

言
わ
ず
と
知
れ
た
坂
本

龍
馬
が
中
心
と
な
っ
て

慶
応
元
年
（
１
８
６
５

年
）
、
日
本
最
初
の
商

社
の
礎
を
こ
の
地
に
創
っ

た
。
２
０
１
７
年
は
龍

馬
が
京
都
近
江
屋
で
暗

殺
さ
れ
て
１
５
０
年
目

に
あ
た
る
、
龍
馬
も
高

台
に
建
つ
社
中
跡
か
ら

眼
下
に
市
内
を
見
下
ろ

し
て
世
界
に
夢
を
馳
せ

て
い
た
の
だ
ろ
う
。

次
に
大
浦
天
主
堂
・

グ
ラ
バ
ー
園
に
立
ち
寄

る
予
定
だ
っ
た
が
、
時

間
の
関
係
で
断
念
し
、

長
崎
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
発
祥

の
地
「
四
海
楼
」
で
遅

め
の
昼
食
を
摂
っ
た
。

14
時
半
を
回
っ
て
い
た

に
も
凄
い
盛
況
ぶ
り
だ
。

最
後
に
長
崎
の
味
を
堪

能
し
Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
に
着

い
た
の
は
15
時
30
分
頃
。

長
崎
発
「
特
急
か
も
め

28
号
」
に
乗
車
し
、
２

泊
３
日
の
旅
の
帰
路
に

つ
い
た
。

今
回
、
私
自
身
五
島
列

島
は
２
度
目
、
長
崎
を

訪
れ
る
の
は
４
回
目
。

非
常
に
ま
た
思
い
出
の

深
い
旅
行
に
な
り
ま
し

た
。
や
は
り
昔
訪
れ
た

場
所
に
再
び
足
を
踏
み

入
れ
る
と
い
う
の
は
、

何
か
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
あ
の
日
の
夢
を
追
っ

て
旅
を
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
、
今
年
の
６

月
に
「
長
崎
と
天
草
地

方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
」

世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
こ
と
を
こ
こ
に

祝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
東
播
磨
支
部
副
会
長
：

山
脇
和
彦
（
45
回
卒
）
）
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